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本研究開発提案の目的

アルツハイマー病(AD)等認知症、精神疾患の克服

国際的に利用可能な
公開DB構築

質の高い臨床情報
バイオマーカー
遺伝情報

アカデミア
製薬企業
審査当局

J‐ADNI (Alzheimer’s Disease Neuroimaging Initiative)

‐‐AD発症過程を縦断する脳画像研究
～磁気共鳴画像法(MRI)、PET画像～

精神疾患脳画像(包括脳支援活動）

（MRI構造、安静時fMRI画像)

Brain Imaging DB
(統合脳画像データベー

ス)

ADと精神疾患の病態解明
治療法開発
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H24の実施計画（H23成果報告会資料より）

• J‐ADNI, 精神疾患PJにおける脳画像・臨床デー
タの集積、ローカルDB構築を継続

• Brain Imaging DB (J‐ADNI・精神疾患統合DB)の
開発、構築開始

• 技術開発にもとづく利用者支援を続行

※H23成果報告会時に保有しているDB: J‐ADNI画像データ（MRI ~2500, PET ~1500, 臨
床・バイオマーカー ~2100) 精神疾患画像データ ~85例
→ J‐ADNIは2700‐3200データセット、精神疾患も~200 データセットに拡充の予定
H24試験公開、H25年度にリサーチコミュニティに公開の予定
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•NEDO,厚労省連携 2007‐
•38臨床施設
•600例を検討（545例が組入）
•1.5テスラ MRI 
•PET
‐‐‐FDG PET (67%)
‐‐‐アミロイドPET (42%)
•血液・アポE遺伝子型
•脳脊髄液検査 (40%)
•臨床・心理検査 (14種の国際互換バージョン）

検討群

(60-84歳)
症例

数

フォロー
アップ

早期AD 150 2 年
MCI 300 3 年
健常者 150 3 年

東北大

京都大
京府医大

群馬大 筑波大 美原記念

鳥取大

都老人医療C
金沢大 埼玉医大

長寿医療C 浜松医療C

弘前大

大阪市大
大阪大 奈良医大

岩手医大

東京医大
東医歯大

順天堂（本院、江東）
久里浜 横浜市大

日本医大 東大

福岡大

信州大 精神神経C
杏林大

札幌医大

神戸大
岡山大

秋田脳研

香川大

放医研

新潟大

熊本大

J‐ADNI臨床研究：AD創薬のための画像バイオマーカー樹立

MRIによる精密な脳容積の測定

PETによる脳代謝・アミロイド蓄積の評価

体液生化学マーカーの測定
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J‐ADNIグループ（岩坪・槇野）
Ｈ２４年度・活動成果

 ヒト疾患脳画像データベース(Brain Imaging Database)構築開始

• 精神疾患Gと共同で
サイトデザイン

• メタデータ

– オープン

• 生データ

– 制限公開
（NBDCヒトDBに格納す
る方向で調整中）

©2013岩坪 威(東京大学) licensed under CC表示2.1日本



H24‐25に施行するデータベース構築の流れ

J‐ADNI DB
(LIMS)

J‐ADNI DB
(LIMS)

J‐ADNI 一元管理DB
(統合DB)

J‐ADNI 一元管理DB
(統合DB)

臨床サイト・各コア

ローカルDB

東大・
参画機関

J-ADNIグループ 精神疾患グループ
NCNP

Clean‐up済
データ

Clean‐up済
データ

Clean‐up済
データ

MRI
画像
MRI
画像

生化学
データ
生化学
データ

臨床
心理
検査

臨床
心理
検査

臨床
データ

MRI
画像

東大

生データ

NBDC
ヒトデータベース

NBDC
ヒトデータベース

ヒト疾患画像
データベース
webサイト
（H24年度構築

開始、分子生物
学会でデモ実
施済）

相互リンク

生データ

メタデータメタデータ

制限公開
データ
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J‐ADNIグループ（岩坪・槇野）
Ｈ２４年度・活動成果

 ヒト疾患脳画像データベースWebサイト（メタデータ表示）

研究概要・デザイン

データ項目一覧

データ分布 QCプロトコル
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J‐ADNIグループ（岩坪・槇野）
Ｈ２４年度・活動成果

 ヒト疾患脳画像データベースWebサイト（生データ）

• 生データ（個人単位）は、NBDCヒトデ

ータベースよりアーカイブファイルの
形式で制限公開する方向で、NBDCと
調整中

• アーカイブするデータ単位
– 疾患グループ（AD、MCI, NL)
– タイムポイント(SC, BL, 6M, 12M, … 36M)
– データ種別 (MRI, PET, etc)
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J‐ADNIグループ（岩坪・槇野）

Ｈ２５年度実施計画

 グループ内ローカルデータベース（J-ADNI一元管理DB）の
完成

 ヒト疾患脳画像データベース(Brain Imaging Database)の
一般公開に向けて

• オープンデータ（メタデータ）は、H25年度中に公開予定

• 制限公開データ（生データ）は、データQCを完了し、J-
ADNI研究グループ内での基本解析を急ぎつつ、公開待
機状態とする
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精神疾患グループ（笠井・大久保・鈴木）

H24年度・活動成果のまとめ①

 XNATによる精神疾患脳画像ローカルデータベースの構築

 J-ADNIとのデータベース統合に向けた検討を開始

 脳MRI画像・品質管理(QC)技術開発

• T1強調脳構造画像：ADNIに準じたデータ取得ならびに
QCプロトコルの確立

• 拡散テンソル画像、安静時脳機能画像：撮像プロトコルの
確立とQCプログラムの開発を推進

 データベース収載用・脳MRI画像の取得

• Philips Achieva 3T MRI装置（東京大・日医大）ならびに
Siemens Magnetom 3T MRI（富山大）によるデータ取得
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精神疾患グループ（笠井・大久保・鈴木）

H24年度・活動成果のまとめ②

 データベースの内容

• T1強調脳構造画像

• 拡散テンソル画像

• 安静時脳機能画像 (resting-state fMRI)
• B0フィールド画像

• 基本情報＋臨床情報

 症例数（３施設合計・括弧内は年度末までの予定）

• 健常対照者： 96人 （150人）

• 統合失調症： 36人 （50人）

• 気分障害： 7人 （15人）
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精神疾患脳画像ローカルデータベースの構築
（XNAT Data Model）

http://xnat.org
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Brain Imaging DB

データフロー

他プロジェクトのDB DBポータルサイト

J‐ADNI

･･･

US ADNI

臨床サイト・各コア

･･･

統合化用DB

J‐ADNI DB

NCNP

包括脳

･･
･

参画機関

･･
･

統合化用DB

包括脳 DB

東京大

DBツール
マネジメント

ノウハウ

DBツール
マネジメント

ノウハウ

Clean‐up済
データ

Clean‐up済
データ
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データ
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